
豊
か
な
自
然
と
観
光
資
源
に
恵
ま
れ
る
都
市

　

鳥
取
県
の
西
側
、
山
陰
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
す
る

米
子
市
は
、
東
は
国
立
公
園
大
山
、
北
は
日
本
海
、

西
は
ラ
ム
サ
ー
ル
湿
地
条
約
に
登
録
さ
れ
て
い
る
中

海
、
海
に
湯
が
湧
く
皆
生
温
泉
な
ど
豊
か
な
自
然
、

観
光
資
源
に
恵
ま
れ
て
い
る
。
皆
生
温
泉
は
日
本
で

の
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
発
祥
地
と
し
て
知
ら
れ
る
と
と

も
に
、
皆
生
海
岸
か
ら
大
山
山
頂
ま
で
カ
ヤ
ッ
ク
と

自
転
車
、
登
山
で
駆
け
巡
る「
シ
ー
・
ト
ゥ
ー
・
サ
ミ
ッ

ト
」も
行
わ
れ
、
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
が
盛
ん
で
あ
る

の
も
特
徴
で
あ
る
。
こ
の
豊
か
な
自
然
、
観
光
資
源

を
有
効
活
用
し
、
新
た
な
旅
行
形
態
と
し
て
注
目
さ

れ
て
い
る
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
へ
の
対
応
や
特
産
品
で

あ
る
白
ね
ぎ
や
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
産
地
化
な
ど
に
も

取
り
組
ん
で
い
る
。

  

ま
た
、
鳥
取
県
西
部
の
９
市
町
村
で
構
成
す
る
鳥

取
県
西
部
地
域
振
興
協
議
会
や
、
島
根
県
東
部
を
含

む
５
市
と
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
の
鳥
取
県
西
部
町
村
会

（
鳥
取
県
西
部
７
町
村
）で
構
成
す
る
中
海
・
宍
道
湖
・

大
山
圏
域
市
長
会
の
中
核
都
市
と
し
て
、
地
域
の
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
や
定
住
自
立

圏
の
形
成
な
ど
広
域
連
携
に
よ
る
地
域
活
性
化
の
取

り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

　

米
子
市
で
は
、
平
成
23
年
に
総
合
計
画
「
米
子
い

き
い
き
プ
ラ
ン
２
０
１
１
」
を
策
定
し
、
５
つ
の
ま

ち
づ
く
り
の
柱
を
掲
げ
、
少
子
高
齢
化
対
策
や
教
育

文
化
の
振
興
、
快
適
で
住
み
よ
い
環
境
整
備
、
経
済

の
活
性
化
な
ど
の
事
業
を
進
め
、
市
の
将
来
像
「
生

活
充
実
都
市
・
米
子
」
の
実
現
を
め
ざ
し
た
ま
ち
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
今
回
の
取
材
で
は
企

業
誘
致
、
中
心
市
街
地
の
活
性
化
、
ふ
る
さ
と
納
税

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
。

企
業
進
出
が
目
立
つ
米
子
の
環
境
的
背
景

　

今
年
４
月
１
日
、
米
子
鬼
太
郎
空
港
（
航
空
自
衛

隊
・
美
保
飛
行
場
、
境
港
市
お
よ
び
米
子
市
）の
１
日

当
た
り
の
発
着
便
が
従
来
国
内
の
11
（
往
復
、
以
下
、

同
）
便
か
ら
一
気
に
15
便

に
増
え
た
。
従
来
は
羽
田

便
（
全
日
空
）
が
１
日
に
６

便
、
成
田
便（
ス
カ
イ
マ
ー
ク
）

が
２
便
、
神
戸
便
（
同
）
が
２
便
、
茨
城
便

（
同
・
神
戸
経
由
）
が
１
便
だ
っ
た
。
そ
こ
に
羽
田

便（
ス
カ
イ
マ
ー
ク
）が
２
便
、
新
千
歳
便（
同
）が
１

便
、
那
覇
便（
同
）が
１
便
そ
れ
ぞ
れ
加
わ
っ
た
。
さ

ら
に
日
曜
日
・
火
曜
日
・
金
曜
日
に
１
便
ず
つ
、
ソ

ウ
ル
便（
ア
シ
ア
ナ
航
空
）も
就
航
し
て
い
る
。

  

会
社
管
理
空
港
（
成
田
、
中
部
国
際
、
関
西
国
際
、

大
阪
国
際
）お
よ
び
国
管
理
空
港（
羽
田
ほ
か
19
空
港
）

以
外
の
地
方
空
港
で
は
、
発
着
便
数
お
よ
び
路
線
網

（鳥取県）

市 政 ル ポ 米
よ な ご

子市

野
の ざ か

坂康
や す お

夫
米子市長

生
活
充
実
都
市
の
実
現
を
め
ざ
し
て
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の
広
さ
に
お
い
て
ま
さ
に
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
と
い
え
る
。

　

鳥
取
県
・
島
根
県
エ
リ
ア
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
す

る
米
子
市
は
、
も
と
も
と
鉄
道
路
線
（
Ｊ
Ｒ
山
陰
本

線
、
伯
備
線
、
境
線
）の
結
節
点
で
あ
り
、
国
道
９
号
・

１
８
０
号
・
１
８
１
号
・
４
３
１
号
お
よ
び
山
陰
自

動
車
道
、
中
国
縦
貫
道
と
つ
な
が
る
米
子
自
動
車
道

な
ど
に
よ
っ
て
、
岡
山
・
鳥
取
・
出
雲
・
松
江
、
さ

ら
に
は
関
西
圏
と
も
密
接
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
ま

た
空
港
の
敷
地
が
ま
た
が
り
、
Ｊ
Ｒ
境
線
の
始
発
・

終
着
駅
同
士
と
し
て
も
米
子
市
と
結
ば
れ
る
隣
の
境

港
市
に
は
、
重
要
港
湾
に
し
て
国
際
貿
易
港
、
日
本

有
数
の
水
揚
げ
を
誇
る
境
港
が
あ
る
。
米
子
市
と
そ

の
周
辺
地
域
は
陸
海
空
の
交
通
網
が
張
り
巡
ら
さ
れ

た
、
山
陰
地
方
の
要
衝
な
の
だ
。

　

航
空
路
線
の
拡
大
は
そ
ん
な
米
子
市
の
ア
ク
セ
ス
面

の
利
便
性
を
さ
ら
に
際
立
た
せ
る
出
来
事
で
あ
る
と
同

時
に
、
近
年
の
米
子
市
に
顕
著
な
、
新
た
な
企
業
立
地

の
大
き
な
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
に
も
な
る
に
違
い
な
い
。

　

実
際
、
こ
こ
数
年
の
米
子
市
へ
の
新
た
な
企
業
進

出
や
既
存
立
地
企
業
の
拡
充
は
か
な
り
目
立
つ
。
例

え
ば
平
成
25
年
度
だ
け
で
も
、
源
吉
兆
庵
（
創
作
和

菓
子
製
造
）
鳥
取
米
子
大
山
工
場
の
開
設
と
操
業
開

始
、W

ELLCO
M

（
事
務
代
行
サ
ー
ビ
ス
な
ど
）
事

務
セ
ン
タ
ー
の
進
出
決
定
、
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
「
鳥
取

米
子
ソ
ー
ラ
ー
パ
ー
ク
」（
本
州
最
大
）
の
完
成
お
よ

び
操
業
開
始
、
シ
ャ
ー
プ
米
子
「
次
世
代
パ
ネ
ル
研

究
開
発
設
備
」の
増
設
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

米
子
市
が
さ
ま
ざ
ま
な
業
態
の
一
流
企
業
か
ら
新

た
な
進
出
地
と
し
て
注
目
を
集
め
る
背
景
に
は
、
交

通
ア
ク
セ
ス
の
利
便
性
や
進
出
企
業
へ
の
手
厚
い
補

助
制
度
（
後
述
）
に
加
え
「
大
山
か
ら
湧
出
す
る
豊
富

で
質
の
い
い
水
が
は
ぐ
く
む
豊
か
な
農
産
物
や
海
産

物
な
ど
と
と
も
に
、
全
国
的
に
見
た
場
合
の
自
然
災

害
の
少
な
さ
な
ど
の
ポ
イ
ン
ト
も
あ
る
の
で
は
な
い

か
」と
野
坂
康
夫
・
米
子
市
長
は
語
る
。

　

東
日
本
大
震
災
以
降
、
国
内
の
主
要
企
業
は
Ｂ
Ｃ

Ｐ（
事
業
継
続
計
画
）へ
の
取
り
組
み
を
、
従
来
以
上

に
強
化
し
始
め
た
。
自
然
災
害
に
限
ら
ず
、
緊
急
事

態
が
生
じ
た
場
合
の
事
業
継
続
対
策
（
リ
ス
ク
回
避

策
）
と
し
て
、
企
業
の
主
要
部
門
を
一
カ
所
に
ま
と

め
る
の
で
は
な
く
各
地
に
分
散
す
る
動
き
が
顕
在
化

し
つ
つ
あ
る
。
中
で
も
震
災
な
ど
の
自
然
災
害
が
比

較
的
少
な
い
山
陰
地
方
は
、
分
散
地
の
有
力
な
候
補

山陰自動車道と米子自動車道を結ぶ米子ジャンクション

西日本有数の広さを誇る汽水湖・中海（正面は大山）

大山のふもとに広がる本州最大のメガソーラー（ソフトバンク鳥取米子ソーラー
パーク）
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と
し
て
注
目
を
集
め
て
い
る
。
い
ろ
い
ろ
な
意
味
で

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の
高
い
米
子
市
に
は
よ
り
一
層
、「
企

業
誘
致
の
面
で
追
い
風
が
吹
い
て
い
る
こ
と
を
肌
で

感
じ
る
」と
野
坂
市
長
は
い
う
。

　

そ
う
し
た
動
き
が
加
速
す
る
き
っ
か
け
の
一
つ
と

米
子
市
が
考
え
て
い
る
の
は
、
平
成
24
年
７
月
に
操

業
開
始
し
た
ニ
ッ
ポ
ン
高
度
紙
工
業（
Ｎ
Ｋ
Ｋ
）米
子

工
場
の
進
出
だ
っ
た
。
パ
ソ
コ
ン
、
液
晶
テ
レ
ビ
、

ゲ
ー
ム
機
、
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
、
電
気
自
動
車

お
よ
び
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
カ
ー
な
ど
、
各
種
先
端
電
子

機
器
に
不
可
欠
な
ア
ル
ミ
電
解
コ
ン
デ
ン
サ
用
セ
パ

レ
ー
タ（
絶
縁
紙
）の
国
内
シ
ェ
ア
95
％
、
世
界
シ
ェ

ア
60
％
を
誇
る
Ｎ
Ｋ
Ｋ
は
、
創
業
以
来
、
高
知
県
に

す
べ
て
の
機
能
を
集
約
し
て
き
た
。
県
外（
米
子
市
）

へ
の
進
出
は
同
社
に
と
っ
て
、
創
業
72
年
目
に
し
て

初
め
て
の
こ
と
だ
っ
た
。

　

地
方
空
港
が
軒
並
み
苦
戦
し
て
い
る
現
状
に
あ
っ

て
、
米
子
鬼
太
郎
空
港
の
発
着
便
数
が
増
加
を
見
せ

て
い
る
の
も
、
米
子
市
を
中
心
と
す
る
エ
リ
ア
の
発

展
性
が
見
込
ま
れ
て
の
こ
と
で
あ
る
の
は
言
う
ま
で

も
な
い
だ
ろ
う
。

地
域
を
活
性
化
す
る
米
子
式
企
業
誘
致

　

製
造
業
を
中
心
と
す
る
企
業
の
新
た
な
立
地
は
、

税
収
増
へ
の
期
待
と
と
も
に
、
多
く
の
地
域
雇
用
も

生
み
出
す
。
前
述
の
企
業
を
例
に
挙
げ
る
と
、
ニ
ッ

ポ
ン
高
度
紙
工
業
が
37
人
、
源
吉
兆
庵
が
70
人（
最
終

的
に
１
５
０
人
予
定
）
の
雇
用
で
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、

今
後
、
さ
ら
に
増
え
る
こ
と
も
期
待
さ
れ
る
。
製
造

業
以
外
で
はW

ELLCO
M

事
務
セ
ン
タ
ー
が
予
定
し

て
い
る
事
務
職
２
０
０
人
の
雇
用
計
画
（
平
成
26
年

６
月
か
ら
段
階
的
に
採
用
）
が
目
立
つ
。
こ
れ
ら
の

企
業
が
米
子
市
へ
の
進
出
を
決
め
た
背
景
に
は
、
前

述
の
環
境
的
（
社
会
的
環
境
・
自
然
環
境
）
な
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
の
魅
力
に
加
え
、
米
子
市
と
鳥
取
県
が
実
施

す
る
手
厚
い
補
助
制
度
の
効
果
や
、
市
長
の
ト
ッ
プ

セ
ー
ル
ス
を
切
り
札
と
す
る
全
市
一
丸
、
周
辺
地
域

一
丸
と
な
っ
て
の
積
極
的
な
誘
致
活
動
が
あ
る
。

　
「
補
助
制
度
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
固
定
資
産
税
相

当
額
の
最
大
５
年
間
補
助
、
そ
れ
か
ら
進
出
企
業
が

投
資
し
た
土
地
取
得
費
用
の
30
％
の
市
の
負
担
、
新

規
雇
用
１
人
当
た
り
最
大
１
０
０
万
円
の
補
助
、
こ

れ
が
制
度
の
３
本
柱
で
、
そ
の
ほ
か
に
も
各
種
の
補

助
制
度
が
あ
り
ま
す
。
同
時
に
鳥
取
県
の
補
助
制
度

に
お
い
て
も
投
資
額
の
最
大
35
％
の
補
助
、
新
規
雇

用
１
人
当
た
り
１
０
０
万
円
の
補
助
な
ど
、
非
常
に

手
厚
い
制
度
が
あ
る
こ
と
の
効
果
も
大
き
い
と
感
じ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
物
理
的
な
補
助
以

上
に
重
視
し
て
い
る
の
が
、
進
出
企
業
が
地
域
に
溶

け
込
み
や
す
く
な
る
よ
う
な
、
そ
れ
を
受
け
入
れ
る

地
域
の
既
存
企
業
も
納
得
で
き
る
よ
う
な
双
方
へ
の

気
配
り
で
す
」（
野
坂
市
長
）

　

具
体
的
に
は
進
出
企
業
に
つ
い
て
の
地
元
企
業
向

け
説
明
会
を
積
極
的
に
開
催
し
、
進
出
企
業
に
対
し

て
は
業
務
上
の
連
携
や
下
請
け
な
ど
が
可
能
な
地
域

企
業
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
実
施
す
る
。
ま
た
食
品
加

工
の
企
業
な
ど
に
は
地
域
の
優
れ
た
産
品
の
確
保
な

ど
に
も
心
を
砕
く
。
例
え
ば
創
作
和
菓
子
で
知
ら
れ

る
源
吉
兆
庵
は
、
米
子
市
と
そ
の
周
辺
地
域
で
栽
培

さ
れ
て
い
る
梨
、
栗
、
柿
な
ど
の
魅
力
と
と
も
に
、

大
山
の
ふ
も
と
に
立
地
す
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
上
の

効
果
を
、
米
子
市
へ
の
進
出
の
大
き
な
理
由
と
し
て

い
る
。
米
子
市
も
そ
れ
に
応
え
、
地
域
の
農
家
と
の 江戸時代初期から活躍した廻船問屋・後藤家住宅（重要文化財）

山陰鉄道発祥の地のモニュメント（米子駅前）
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米子市　市 政 ル ポ

（鳥取県）

マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
い
、
原
材
料
確
保
へ
の
協
力
も
実

施
し
て
い
る
。

　

企
業
の
新
規
雇
用
へ
の
補
助
に
つ
い
て
は
、
鳥
取

県
西
部
地
域
振
興
協
議
会
の
エ
リ
ア
内
へ
の
進
出
企

業
が
、
エ
リ
ア
内
の
住
人
を
雇
用
し
た
場
合
に
は
、

そ
れ
が
よ
そ
の
ま
ち
に
立
地
す
る
場
合
も
、
被
雇
用

者
が
住
民
登
録
し
て
い
る
ま
ち
が
当
該
企
業
に
補
助

金
を
出
す
シ
ス
テ
ム
も
併
用
し
て
い
る
。

　

今
後
の
企
業
誘
致
に
関
し
て
、
野
坂
市
長
は
「
製

造
業
以
上
に
多
く
の
雇
用
を
生
み
出
す
可
能
性
の
あ

る
事
務
系
企
業
の
誘
致
、
地
域
の
産
品
を
活
用
す
る

食
品
加
工
関
連
の
企
業
へ
の
働
き
か
け
を
強
化
す
る

と
と
も
に
、
鳥
取
大
学
医
学
部
が
立
地
す
る
利
点
を

生
か
し
た
生
命
科
学
関
係
の
業
態
を
持
つ
企
業
な
ど

に
も
働
き
か
け
て
い
き
た
い
」と
抱
負
を
語
る
。

「
米
子
方
式
」の
中
心
市
街
地
活
性
化

　
「
米
子
方
式
」
と
い
わ
れ
る
中
心
市
街
地
活
性
化

は
、
多
く
の
自
治
体
が
取
り
組
ん
で
い
る
よ
う
な
市

街
地
再
開
発
事
業
な
ど
の
大
き
な
事
業
を
核
と
し
て

そ
の
効
果
に
よ
り
活
性
化
を
図
る
と
い
っ
た
取
り
組

み
で
は
な
く
、
身
の
丈
に
あ
っ
た
事
業
に
取
り
組

み
、
そ
れ
ら
を
点
と
し
て
線
に
繋つ
な

ぎ
な
が
ら
ま
ち
な

か
の
に
ぎ
わ
い
の
再
生
や
ま
ち
な
か
居
住
の
推
進
に

取
り
組
ん
で
い
く
と
い
う
ス
タ
イ
ル
で
あ
る
た
め
、

こ
の
よ
う
に
呼
ば
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
も

と
と
な
る
の
が
、
に
ぎ
わ
い
の
３
つ
の
頂
点
で
構
成

す
る「
に
ぎ
わ
い
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
ゾ
ー
ン
」で
、
こ

の
エ
リ
ア
内
で
は
、
図
書
館
・
美
術
館
整
備
や
公
会

堂
の
改
修
、
民
間
に
よ
る
６
つ
の
拠
点
施
設
整
備
や

商
店
街
の
ア
ー
ケ
ー
ド
撤
去
や
撤
去
後
の
路
面
整
備

な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

ま
た
、
J
R
米
子
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
や
コ
ン

パ
ク
ト
シ
テ
ィ
を
目
指
し
た
商
店
街
の
再
生
や
空
き

ビ
ル
の
活
用
、
ま
ち
な
か
居
住
な
ど
を
促
進
、
太
陽

光
発
電
を
活
用
し
た
Ｅ
Ｖ
カ
ー
シ
ェ
ア
事
業
や
高
齢

者
住
宅
の
整
備
な
ど
で
成
果
が
上
が
っ
て
い
る
。
そ

の
な
か
で
も
取
材
を
通
じ
て
興
味
深
く
感
じ
ら
れ
た

の
は
、
ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
関
連
企
業
の
進
出
と
中

心
市
街
地
活
性
化
へ
の
影
響
で
あ
る
。

　

例
え
ば
今
年
２
月
１
日
、
米
子
公
共
職
業
安
定
所

（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
米
子
）
な
ど
も
入
居
す
る
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
・
イ
オ
ン
米
子
駅
前
店
の
３
階
に
、「
ガ

イ
ナ
ッ
ク
ス
・
シ
ア
タ
ー
」と
い
う
施
設
が
オ
ー
プ
ン

ガイナックス・シアターのオープニング風景

「ヨナゴワンダー！」の一場面（法勝寺町）

近世の山陰を代表する商業都市・米子の名残を伝える旧加茂川
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し
た
が
、
こ
れ
は
ア
ニ
メ
作
品「
新
世
紀
エ
ヴ
ァ
ン
ゲ

リ
オ
ン
」で
知
ら
れ
る
ア
ニ
メ
製
作
会
社
ガ
イ
ナ
ッ
ク

ス
が
設
立
し
た
も
の
だ
。

　

こ
の
シ
ア
タ
ー
は
、
す
ぐ
近
く
に
立
地
す
る
国
際

会
議
場
も
備
え
た
米
子
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

（
多
目
的
ホ
ー
ル
は
最
大
２
０
０
４
席
設
置
可
能
で
、

鳥
取
県
最
大
）
が
フ
ォ
ー
マ
ル
な
多
目
的
施
設
と
す

れ
ば
、
よ
り
身
近
な
、
ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
の
新
発

信
基
地
と
も
い
え
る
ミ
ニ
多
目
的
施
設
だ
。
今
後
、

両
者
が
ど
の
よ
う
な
棲
み
分
け
を
演
じ
て
地
域
を
活

性
化
し
て
い
く
か
興
味
は
尽
き
な
い
が
、
実
は
平
成

23
年
に
米
子
市
に
進
出
す
る
に
当
た
っ
て
、
ガ
イ

ナ
ッ
ク
ス
は
米
子
市
中
心
市
街
地
活
性
化
協
議
会
に

も
加
入
し
て
い
る
。
ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
は
路
地
裏

や
ま
ち
な
か
か
ら
生
ま
れ
る
大
衆
文
化
で
あ
り
、
そ

う
い
う
意
味
で
も「
ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
」や
活
気
あ
る

地
域
の
暮
ら
し
と
切
り
離
せ
な
い
。

　
「
米
子
市
で
ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
関
連
の
動
き
が

活
発
に
な
っ
た
の
は
、
平
成
24
年
に
鳥
取
県
に
お
い

て
『
ま
ん
が
王
国
と
っ
と
り
』
の
建
国
が
宣
言
さ
れ
、

鳥
取
市
・
倉
吉
市
・
米
子
市
を
主
要
会
場
に
『
国
際

ま
ん
が
博
』
が
開
催
さ
れ
、
加
え
て
、
米
子
市
で
は

『
国
際
マ
ン
ガ
サ
ミ
ッ
ト
』
の
開
催
が
あ
っ
た
こ
と

に
よ
る
も
の
と
思
い
ま
す
。
米
子
市
も
そ
の
一
翼
を

担
っ
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
実
は『
国
際
ま
ん
が
博
』

以
前
か
ら
、
ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
の
芽
は
、
既
に
米

子
市
に
あ
っ
た
の
で
す
」（
野
坂
市
長
）

　

ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
を
新
た
な
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ

に
取
り
込
も
う
と
し
て
い
る
米
子
市
経
済
部
観
光
課

に
よ
る
と
、
米
子
市
に
お
け
る
ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー

の
原
点
は
平
成
19
年
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
喜
八
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
設
立
さ
れ
て
か
ら
だ
と
い
う
。
戦
後
の
日
本

映
画
界
を
代
表
す
る
監
督
の
１
人
で
あ
り
、
米
子
市

出
身
者
で
も
あ
る
故
・
岡
本
喜
八
氏
の
破
天
荒
な
生

き
方
「
だ
ら
ず
精
神
」（
何
に
で
も
飛
び
つ
い
て
失
敗

も
す
る
が
憎
め
な
い
生
き
方
）
を
学
び
、
ま
ち
づ
く

り
に
生
か
そ
う
と
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
。
こ
の

活
動
は
や
が
て
米
子
市
の
中
心
市
街
地
に
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
Ｆ
Ｍ（
平
成
22
年
〜
）を
発
足
さ
せ
る
原
動
力
と

な
り
、
ガ
イ
ナ
ッ
ク
ス
に
よ
る
ヨ
ナ
ゴ
フ
ィ
ル
ム
設

立
、
ガ
イ
ナ
ッ
ク
ス
・
シ
ア
タ
ー
設
立
へ
の
土
壌
づ

く
り
を
担
っ
た
と
い
え
る
。

　

ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
の
総
合
的
イ
ベ
ン
ト
「
ヨ
ナ

ゴ
ワ
ン
ダ
ー
！
」も
定
着
し
、
来
年
夏
に
は
つ
い
に
、

半
世
紀
以
上
の
歴
史
を
持
ち
、
日
本
の
ポ
ッ
プ
カ
ル

世界中からマンガファンが集まった「国際まんが博」

中心市街地まちづくり拠点の一つダラズクリエイトボックス

コンテンツビジネスのクリエーター志望者が集まるデジタルハリウッド米子校
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米子市　市 政 ル ポ

（鳥取県）

チ
ャ
ー
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
き
た
「
日
本
Ｓ
Ｆ

大
会
」
が
米
子
市
で
開
催
さ
れ
る
。
米
子
市
に
お
け

る
ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
に
よ
る
地
域
活
性
化
は
、
こ

れ
か
ら
い
よ
い
よ
開
花
の
季
節
を
迎
え
よ
う
と
し
て

い
る
。米

子
市
の
人
気
を
支
え
る「
が
い
な
魅
力
」

　

以
上
、
米
子
市
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
企
業
進
出

の
形
を
追
い
な
が
ら
、
米
子
市
が
持
つ
多
面
体
的
な

魅
力
の
一
端
を
ご
紹
介
し
て
き
た
わ
け
だ
が
、
今
や

そ
の「
人
気
」や「
魅
力
」を
語
る
上
で
欠
か
せ
な
い
の

が
米
子
市
ふ
る
さ
と
納
税
だ
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
は
ご
承
知
の
よ
う
に
、
平
成
20
年

度
初
頭
に
公
布
さ
れ
た
「
地
方
税
法
等
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
」
を
契
機
に
、
任
意
の
自
治
体
に
寄
付

す
る
と
２
０
０
０
円
を
超
え
る
部
分
が
税
額
控
除

さ
れ
る
仕
組
み
を
活
用
し
た
制
度
だ
。
全
国
各
地
の

自
治
体
が
工
夫
を
凝
ら
し
た
Ｐ
Ｒ
に
よ
っ
て
、
ふ
る

さ
と
納
税
を
集
め
て
い
る
が
、
全
市
町
村
の
中
で
米

子
市
の
集
め
る
金
額
は
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
だ
と
さ
れ

る
。
平
成
25
年
度
の
総
額
は
ま
だ
発
表
さ
れ
て
い
な

い
が
、
昨
年
12
月
末
の
段
階
で
２
億
円
を
突
破
し
た

こ
と
が
マ
ス
コ
ミ
を
に
ぎ
わ
せ
た
。

　

そ
の
秘
け
つ
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
促
進
の
た
め
の

「
地
元
特
産
品
等
広
告
宣
伝
タ
イ
ア
ッ
プ
事
業
」が
奏

功
し
た
の
に
加
え
、
平
成
23
年
度
か
ら
導
入
し
た
ク

レ
ジ
ッ
ト
決
済
（
公
金
ク
レ
ジ
ッ
ト
決
済
サ
ー
ビ
ス

シ
ス
テ
ム
）
が
大
き
な
利
便
性
を
納
税
者
に
与
え
た

か
ら
と
い
わ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
３
０
０
０
円
以
上

の
ふ
る
さ
と
納
税
を
し
た
人
に
は
も
れ
な
く
、「
米

子
市
民
体
験
パ
ッ
ク
（
地
元
協
賛
企
業
か
ら
の
提
供

グ
ッ
ズ
詰
め
合
わ
せ
）」の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
す
る
手
法

も
人
気
を
呼
ん
だ
と
い
わ
れ
る
。

　

し
か
し
、
豪
華
な
グ
ッ
ズ
を
お
礼
に
送
っ
た
り
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
決
済
を
取
り
入
れ
て
い
る
自
治
体
は
今

や
少
な
く
な
い
。
な
の
に
な
ぜ
、
米
子
市
の
ふ
る
さ

と
納
税
に
は
人
気
が
集
中
す
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
「
50
社
か
ら
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
逸
品
ば
か
り

64
点
の
記
念
品
（
が
い
な
え
え
も
ん
）
の
多
彩
さ
や
、

３
０
０
０
円
以
上
の
寄
付
を
し
て
い
た
だ
い
た
方
に

は
米
子
市
民
体
験
パ
ッ
ク
も
お
送
り
す
る
と
い
う
シ

ス
テ
ム
が
ご
好
評
を
い
た
だ
い
た
の
だ
と
思
い
ま

す
」（
野
坂
市
長
）

　

ま
た
、
米
子
市
が
実
施
し
て
い
る
事
業
の
中
で
、

今
後
の
成
長
が
楽
し
み
な
も
の
の
一
つ
に
、「
Ｉ
Ｃ

Ｔ
の
ま
ち
づ
く
り
」
が
あ
る
。
も
と
も
と
は
ス
マ
ー

ト
ラ
イ
フ
の
構
築
を
目
指
す
企
画
か
ら
発
展
し
て

い
っ
た
も
の
だ
が
、
現
在
、
市
内
全
域
か
ら
30
軒

の
住
宅
を
選
び
、
ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー
を
設
置
す
る

と
と
も
に
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
や
定
置
型
蓄
電
池
を
置

き
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
の
ま
ち
づ
く
り
に
挑

戦
し
て
い
る
の
だ
。

　

国
の
法
制
度
も
整
備
さ
れ
、
電
力
の
自
由
化
が
い

よ
い
よ
加
速
し
よ
う
と
す
る
中
、
本
州
最
大
の
メ
ガ

ソ
ー
ラ
ー
（
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
）
が
立
地
す
る
米
子
市

は
、
分
散
型
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
を
推
進
す
る
地
域

と
し
て
、
さ
ら
な
る
発
展
が
期
待
さ
れ
る
。

　

先
端
産
業
か
ら
ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
ま
で
多
彩
な

企
業
が
進
出
し
、
歴
史
あ
る
も
の
、
新
し
い
も
の
が

無
理
な
く
同
居
す
る
。
ふ
る
さ
と
納
税
が
全
国
か
ら

寄
せ
ら
れ
る
の
も
、
米
子
市
の
そ
ん
な
潜
在
的
・
顕

在
的
魅
力
や
総
合
力
が
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に

訴
求
性
と
な
っ
て
、
発
信
さ
れ
つ
つ
あ
る
か
ら
な
の

か
も
し
れ
な
い
。

（
取
材
・
文　

遠
藤　

隆
／
取
材
日 

平
成
26
年
２
月
20
日
）

アスリート憧れの「全日本トライアスロン皆生大会」（７月）

ふるさと納税者（3000円以上）全員に送る「米子
市民体験パック」
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